
                                               

 

 

 

ＮＰＯ法人 キャンサーリボンズ  第１８回日本緩和医療学会学術大会 

第５回「がん支えあいの日」共催フォーラム 

６月２１日はがん支えあいの日 

―生きることは、自分を表現すること― 

 報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１3年 6月 

ＮＰＯ法人 キャンサーリボンズ 



＜実施概要＞ 

 

■テーマ 6月 21日はがん支えあいの日―生きることは、自分を表現すること― 

■開催日 2012年 6月 21日（金）   14:15～16：00 （開場 14：00） 

■会場 パシフィコ横浜 第８会場 会議センター３階 

■参加者数 200名超 

 

【共催】  特定非営利活動法人キャンサーリボンズ 

 第１８回日本緩和医療学会学術大会 

【協賛】 アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社） 

 株式会社スヴェンソン 

 ロート製薬株式会社 

 がん性疼痛緩和推進コンソーシアム 

 （塩野義製薬、帝國製薬、テルモ、日本新薬、久光製薬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■プログラム   

 （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14：15～14：20   

開会挨拶  東口 髙志 （日本緩和医療学会学術大会 大会長 

           NPO法人キャンサーリボンズ 委員） 

 

   

14：20～14：50   

「自分らしさを装う」  

 ＜対談＞ コシノジュンコ （ファッションデザイナー） 

  岡山 慶子 （NPO法人キャンサーリボンズ副理事長） 

  

14：50～15：15  

「自分らしさを支える―痛みと QOL調査から見えてきたもの―」 

＜講演＞ 横山 智央 

 
                                            

 

（厚生中央病院、呼吸器・腫瘍内科医長、外来化学療法センター長） 

 

15：20～16：00 

「自分を語る・言葉を紡ぐ」 

＜朗読＞ 青木 裕子 

 （一般社団法人軽井沢朗読館館長、元 NHKアナウンサー） 



【開会挨拶】 

東口髙志（第１８回日本緩和医療学会学術大会 大会長） 

 本日夏至の日は、「がん支えあいの日」です。 

ここには、支える側の方がたくさんいらっしゃることと

思いますが、是非とも今日はコシノさん、NPO法人キャ

ンサーリボンズ関係者に支えられるように、楽しんでい

ただければ幸いです。このような機会をいただき、本当

にありがとうございます。 

 

 

【対談】 「自分らしさを装う」 

コシノジュンコ （ファッションデザイナー） 

岡山 慶子 （NPO 法人キャンサーリボンズ副理事長） 

世界で活躍されているコシノジュンコさん

に、おしゃれの魅力はなにか、患者さんの気持

ちを引き立てる装いとはどんなものか、また、

コシノさんのお母様を主人公とした昨年度の

NHK 連続テレビ小説「カーネーション」のお話

などをうかがいました。 

  

洋服を着てヘアスタイルを整えておしゃれ

をするのが女性。歳を重ねたり、病気にな

ったりしたことをきっかけに髪が少なくな

ってしまえば、以前の、病気をする前の自

分に戻りたいと思うのは当たり前のこと。

しかし、それをあきらめるのではなく、一

つのファッション、自分自身の演出として

考えていただければと思います。隠すので

はなく、ますます自分らしくなることが大

切だと思ったことが、女性のがん患者さん

の支援活動「ハートプロジェクト」を始め

たきっかけでした。普段からおしゃれをし

て、病気に備えておけるといいですね。 

 

 

 



【講演】 「自分らしさを支える―痛みと QOL調査から見えてきたもの―」 

横山 智央  

（厚生中央病院、呼吸器・腫瘍内科医長、外来化

学療法センター長） 

 

本日はみなさんにこの講演を通して、がん患者

さんが自分らしい生活を送るにはどのようなこと

をすればよいのか、医療スタッフはどのようなこ

とができるのか、どのようなことに注意すればよ

いのかということを考えていきたいと思います。 

近年がんの治療は外来で行うのが主流です。が

ん患者さんは日常生活や社会生活を送りながら治

療を行うことが可能になっています。薬剤の進歩

により、生存率も向上し、「がんと共存する時代」

となってきた今、長期にわたり治療を継続する必

要も出てきています。 

がん性疼痛緩和推進コンソーシアムとキャンサ

ーリボンズとともに昨年、がん患者さんの痛みが、

日常生活にどのような影響を及ぼしているか調

査・検討を行いました。痛みは、身体機能だけで

なく、気分、情緒、経済的問題に影響を及ぼして

いることがわかりました。また、“痛みがない”こ

とが、“がん医療に対する満足度が高い”傾向が見

られました。 

がん患者さんは、身体的・精神的・経済的困難を抱え治療に臨みます。医療スタッフは、がん

患者さんの自分らしい生活を支えるために、がんの診断時から長期 QOL向上を念頭に置いた、痛

みの評価と、各医療スタッフ・チーム医療による対応が望まれるかと思われます。今後の皆さま

の臨床に役立てていただければと思います。 

 

 

緩和ケアに携っている医師からのコメント 

 ・痛みはかなりとれるようになってきたと思っていたのですけれども、まだまだ痛みで

困っているというレベルなのだなと実感いたしました。どうもありがとうございまし

た。 

 

 



【朗読】「自分を語る・言葉を紡ぐ」 

青木 裕子 （一般社団法人軽井沢朗読館館長、元 NHKアナウンサー） 

朗読内容 

・朗読 CD『あなたには、明日、生きる意味がある』より、 

 (財)田附興風会北野病院院長 藤井信吾「がんと手術」 

・がん体験者やそのご家族、ご関係者の方から募集したメッセージ 

  埼玉県 ５７歳 女性 

  東京都 ５７歳 岡部孝さん 

  茨城県 ４８歳 小林幸子さん 

・絵本 

『なきすぎてはいけない』 

 作：内田 麟太郎  絵：たかす かずみ 発行：岩崎書店 

『だいじょうぶだよ、ゾウさん』 

作： ローレンス・ブルギニョン 絵： ヴァレリー・ダール 発行：講談社 

 

朗読会では朗読 CD「あなたには、明日、生きる意味がある」から 1 編と、今回の朗読会

のために一般から募集した「支えあい」をテーマとしたメッセージの中から３編、絵本２

冊を青木裕子さんが朗読しました。青木さんががん患者さんに朗読をお教えになったエピ

ソードなども交えながら会は進み、満席となった会場では、涙を流して聞き入る方もいら

っしゃいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■告知 

メディア掲載 

・新聞で 第 5回「がん支えあいの日」共催 

フォーラムにむけて一般のがん患者さんや 

ご家族、がん医療に携わる方々などからのメ

ッセージ募集をしました。 

・朝日新聞 半５段 

5月 11日(土) 朝刊 

5月 18日(土) 朝刊 

 

 

チラシ 

 

・事前配布チラシ 

各地のリボンズハウス内に配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果、44件のメッセージが寄せられました。 

 

 



・会場内での当日配布チラシ 

 

情報コーナーへの設置のほか、塩野義製薬様、日本新薬様のランチョンセミナーで 

ご配布いただきました。 

 



■抄録集へのプログラム掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■プログラム 

 

  



■配布物 

 

参加者の皆さまには、キャンサーリボンズからがん支えあいグッズ、アイリスのピンバッ

ジか、岩合光昭さん撮影のポストカードどちらか１点をがん支えあい活動の啓発のために

配布致しました。 

 

 

その他、協賛企業様からの配布資料や、スキンケア製品のサンプルをお配りいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


